
主な
内容

▶発行/中川町議会　編集/議会広報特別委員会

●第2回 定例会（6月18日）
●第3回 臨時会（4月18日）
●第4回 臨時会（7月8日）
●議会関連報告　　●編集後記
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【
報
告
事
項
】

▼
第
二
十
二
期
中
川
町
地
域
開
発

振
興
公
社
決
算
報
告
【
報
告
済
】

▼
平
成
二
十
五
年
度
中
川
町
繰
越

明
許
費
繰
越
計
算
書
【
報
告
済
】

【
同
意
】

▼
中
川
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任

　
　
　

平
木　

総
司
氏
（
再
任
）

【
全
員
賛
成
に
よ
り
原
案
同
意
】

▼
中
川
町
農
業
委
員
会
委
員
の
推

薦
　
　
　

水
野　

義
春
氏
【
決
議
】

【
契
約
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
誉
三
十
二

線
本
線
道
路
改
良
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
五
七
，
七
八
〇
，

舞
台
設
備
購
入
）
【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
一
五
，
〇
六
六
，

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
中
川
郡
中
川
町
字
中

川村
上
電
器　

村
上　

泰
弘

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
音
響

機
器
購
入
）　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
九
，
九
九
〇
，
〇

〇
〇
円

■
相
手
方
…
中
川
郡
中
川
町
字
中

川
三
一
七
番
地
二

有
限
会
社
サ
ト
ウ
電
器
商
会　

代

表
取
締
役　

佐
藤　

輝
雄

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
除
雪
ト
ラ

ッ
ク
更
新
事
業
）
【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
三
一
，
九
九
九
，

四
三
〇
円

■
相
手
方
…
稚
内
市
萩
見
二
丁
目

一
五
番
八
号

北
海
道
い
す
ゞ
自
動
車
株
式
会
社

旭
川
支
店　

稚
内
営
業
所　

所
長

北
島　

正
樹

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
中
川
郡
中
川
町
字
誉

三
五
番
地

中
川
阿
部
建
設
株
式
会
社　

代
表

取
締
役　

吉
田　

寛

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
書
架
購

入
）　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
一
三
，
五
四
三
，

二
〇
〇
円

■
相
手
方
…
中
川
郡
中
川
町
字
中

川
三
六
九
番
地
の
二

Ｈ
Ｄ
企
画　

代
表
取
締
役　

佐
々

木　

英
和

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
家
具
購

入
）　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
一
七
，
九
八
二
，

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
中
川
郡
中
川
町
字
中

川
三
二
七
番
地
の
三

有
限
会
社
大
須
賀
工
務
店　

代
表

取
締
役　

杉
谷　

勉

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ア
リ
ー
ナ
照
明

議
案
審
議
結
果

（　）2

第2回定例会の様子第2回定例会の様子

　 件、
推薦1件、議案21件、意見書6件、会議規則4件を決議し、議案1件は総務常任
委員会に付託され、閉会しました。

　平成26年第2回定例会は6月18日招集され、会期を1日と決し、同意1件、
推薦1件、議案21件、意見書6件、会議規則4件を決議し、議案1件は総務常任
委員会に付託され、閉会しました。

平成26年第2回定例会は6月18日招集され 会期を1日と決し 同意平成26年第2回定例会は6月18日招集され 会期を1日と決し 同意

◆第2回定例会◆◆第2回定例会◆



キャビンサイトキャビンサイト 中川町農村交流宿泊施設（旧大久保宅）中川町農村交流宿泊施設（旧大久保宅）

町道板谷志見山線町道板谷志見山線

【
条
例
な
ど
】

▼
第
六
次
中
川
町
総
合
計
画
基
本

構
想
の
策
定　
　

【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
の
変
更　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正

　

主
な
改
正
内
容
は
法
人
税
率
の

引
き
下
げ
、
環
境
負
荷
の
少
な
い

自
動
車
を
対
象
と
し
た
税
率
の
軽

減
、
特
別
措
置
の
拡
充
及
び
軽
自

動
車
税
の
引
き
上
げ
、
二
十
六
年

四
月
一
日
以
降
の
一
定
の
基
準
に

適
合
す
る
耐
震
改
修
が
行
わ
れ
る

建
築
物
に
つ
い
て
固
定
資
産
税
の

減
額

▼
中
川
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正

　

主
な
改
正
内
容
は
国
民
健
康
保

険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ
、

低
所
得
者
に
対
す
る
減
額
措
置
と

し
て
五
割
軽
減
対
象
世
帯
に
単
身

世
帯
を
追
加
、
二
割
軽
減
世
帯
の

所
得
限
度
額
の
拡
充

▼
中
川
町
特
別
職
報
酬
等
審
議
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

審
議
会
に
つ
い
て
年
一
回
の
開

催
を
必
要
に
応
じ
て
開
催
す
る
こ

と
に
改
正

▼
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

■
総
務
常
任
委
員
会
へ
付
託
し
、

閉
会
中
の
継
続
審
査
と
す
る
こ
と

に
決
定

▼
中
川
町
立
診
療
所
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例　
　

【
原
案
可
決
】

▼
中
川
町
立
歯
科
診
療
所
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例　

【
原
案
可
決
】

　

本
年
七
月
三
十
一
日
で
指
定
管

理
期
間
が
終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、

こ
れ
ま
で
の
指
定
管
理
期
間
十
年

を
五
年
と
す
る

▼
中
川
町
農
村
交
流
宿
泊
施
設
の

設
置
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例　
　

【
原
案
可
決
】

　

施
設
の
使
用
資
格
、
使
用
の
許

可
、
使
用
の
制
限
、
使
用
料
等
、

運
営
に
関
わ
る
条
文
の
追
加

▼
中
川
町
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
ナ

ポ
ー
ト
パ
ー
ク
設
置
及
び
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

ナ
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
に
キ
ャ
ビ
ン

サ
イ
ト
を
整
備
し
、
使
用
料
一
日

に
つ
き
六
，
〇
〇
〇
円
を
条
文
に

追
加

▼
北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災

害
補
償
等
組
合
規
約
の
変
更

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

▼
北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合

規
約
の
変
更　
　

【
原
案
可
決
】

【
予
算
】

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
一
般

会
計
予
算
補
正

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

三
〇
，
四
九
二
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
，
四
七

三
，
三
〇
九
千
円
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
中
川
町
立
診

療
所
運
営
委
託
料
、
町
道
板
谷
志

見
山
線
地
す
べ
り
調
査
解
析
設
計

業
務
委
託
料
な
ど
の
追
加

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
補
正

■
保
険
事
業
勘
定
の
歳
入
歳
出
総

額
に
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
千
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
一

九
三
，
一
三
五
千
円
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
償
還
金
な
ど

の
追
加

【
会
議
規
則
に
伴
う
も
の
】

▼
平
成
二
十
六
年
度
全
道
町
村
議

会
議
員
研
修
会
及
び
議
会
広
報
研

修
会　
　
　

【
議
員
派
遣
決
定
】

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

（
議
会
運
営
委
員
会
）

■
事
件

1　

本
会
議
の
会
期
日
程
等
議
会

　

の
運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

　

て
■
期
限

　

平
成
二
十
六
年
第
三
回
定
例
会

ま
で　
　
　

【
継
続
調
査
決
定
】

（　）3



　安倍晋三首相の私的諮問機関である「安全保障の法的基盤の再構築に関する懇談会」は、５月15日、他国を守るために武力を使
う集団的自衛権の行使は憲法９条の定める「必要最小限度」の自衛権の範囲だとして、これを容認するため憲法解釈の変更を求め
る「報告書」を安倍首相に提出しました。安倍首相は「報告書」を受け、今夏までに「閣議決定」によって集団的自衛権の行使容
認を決定し、自衛隊法などの改正案を秋の臨時国会に提出しようとしています。
　集団的自衛権について、わが国では、「憲法９条の制約から保有するが行使できない」との憲法解釈が確立し、歴代政権は、憲
法が権力を縛るという立憲主義のもと、その解釈を守り続けてきました。
　「報告書」では、集団的自衛権の実際の行使に当たっては「日本と密接な関係にある国が攻撃を受けた場合」「放置すれば日本
の安全に重要な影響が出る場合」など「６条件」を課していますが、裏返せば、政府が日本の安全に重要な影響を及ぼすと判断す
れば、何でもできる実質は全面容認と変わらないものです。また、集団的自衛権行使容認のための憲法解釈変更とは別に、国連平
和維持活動（PKO）や国連決議に基づく多国籍軍に参加する自衛隊が「戦闘地域」でも活動できるように憲法解釈を変更するよう
求めています。
　安倍首相は、「報告書」の事例を絞り込み、「邦人輸送中の米輸送艦の防護」、「駆けつけ警護」など具体的事例を示すととも
に、自衛隊が武力行使を目的に他国の戦闘に参加することはないとしました。しかし、いくら集団的自衛権行使に抑制的・限定的
だとアピールしても、いったん行使を認めれば、こうした要件は拡大解釈が可能となり、活動範囲にも歯止めが利かなくなること
は明らかです。
　このような解釈変更によって「実質的な改憲」を行い、憲法前文や第９条によって禁じられている集団的自衛権の行使を、時々
の政府や国会の判断で容認することはあってはならないことです。
　「非武装平和主義」「基本的人権の尊重」「国民主権」を三大原則とする日本国憲法は、日本によるアジア・太平洋戦争におけ
る植民地支配と侵略戦争に対する反省から、恒久平和の強い願いを込めて制定されたものです。
　したがって、国においては、集団的自衛権に関するこれまでの政府見解を堅持し、集団的自衛権の行使に道を開く憲法解釈の変
更を断じて行わないよう要請します。

憲法解釈変更による「集団的自衛権の行使容認」に反対する意見書
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中川町ミニ演奏会
（デイサービスセンター）
中川町ミニ演奏会

（デイサービスセンター）

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

（
経
済
常
任
委
員
会
）

■
事
件

1　

木
材
流
通
整
備
事
業
の
現
況

　

と
今
後
の
展
開
に
つ
い
て

　

・
中
間
土
場
の
設
置
及
び
木
材

　
　

流
通
に
つ
い
て

　

・
薪
産
業
の
創
出
に
よ
る
木
質

　
　

バ
イ
オ
マ
ス
資
源
の
有
効
活

　
　

用
に
つ
い
て

　

・
家
具
産
業
界
等
と
の
連
携
に

　
　

よ
る
中
川
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

　
　

に
つ
い
て

2　

所
管
事
務
の
現
地
調
査
に
つ

　

い
て

■
期
限

　

平
成
二
十
六
年
第
三
回
定
例
会

ま
で　
　
　

【
継
続
調
査
決
定
】

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査
の
申
し
出

（
総
務
常
任
委
員
会
）

■
事
件

1　

福
祉
・
医
療
機
関
の
運
営
実

　

態
の
現
況
と
今
後
の
展
開
に
つ

　

い
て

　

・
社
会
福
祉
協
議
会

　

・
指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

2　

付
託
を
受
け
た
議
案
の
審
議

■
期
限

　

平
成
二
十
六
年
第
三
回
定
例
会

ま
で　
　
　

【
継
続
調
査
決
定
】

【
意
見
書
】

▼
憲
法
解
釈
変
更
に
よ
る
「
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
容
認
」
に
反
対

す
る
意
見
書

▼
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
堅

持
・
負
担
率
1
／
2
へ
の
復
元
、

「
三
〇
人
以
下
学
級
」
の
実
現
を

め
ざ
す
教
職
員
定
数
改
善
、
就
学

保
障
充
実
な
ど
二
〇
一
五
年
度
国

家
予
算
編
成
に
お
け
る
教
育
予
算

確
保
・
拡
充
に
向
け
た
意
見
書

▼
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求

め
る
意
見
書

▼
平
成
二
十
六
年
度
北
海
道
最
低

賃
金
改
正
等
に
関
す
る
意
見
書

▼
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
患
者
に
対
す

る
医
療
費
助
成
の
拡
充
を
求
め
る

意
見
書

▼
「
手
話
言
語
法（
仮
称
）」
の
制

定
を
求
め
る
意
見
書

■
地
方
自
治
法
第
九
十
九
条
の
規

定
に
基
づ
き
衆
参
両
院
議
長
、
内

閣
総
理
大
臣
及
び
関
係
各
大
臣
に

送
付

※
意
見
書
は
四
・
五
ペ
ー
ジ
に
掲

　

載

薪生産風景薪生産風景



●主な要請事項は次のとおりです。
　１．義務教育費国庫負担制度の堅持と負担率を1／2に復元すること。
　２．「30人以下学級」の早期実現にむけて、小学校１年生～中学校３年生の学級編成標準を順次改定すること。当面、「新たな教職
　　員定数改善計画」を早期に実施すること。
　　　また、住む地域に関係なく子どもたちの教育を保障するために、複式学級の解消に必要な教職員定数の改善及び必要な予算の確
　　保を図ること。
　３．子どもたちや学校、地域の特性にあった教育環境を整備し、充実した教育活動を推進するために、教頭・養護教諭・事務職員の
　　全校配置を実現すること。
　４．給食費、修学旅行費、教材費など保護者負担の解消、就学保障の充実、図書費など国の責任において教育予算の十分な確保、拡
　　充を行うこと。
　５．就学援助制度の充実に向け、国の責任において予算の十分な確保、拡充を行うこと。

義務教育費国庫負担制度堅持・負担率1／2への復元、「30人以下学級」の
実現をめざす教職員定数改善、就学保障充実など2015年度国家予算編成
における教育予算確保・拡充に向けた意見書

●主な要請事項は次のとおりです。
　１．地方財政計画、地方税のあり方、地方交付税総額の決定に当たっては、国の政策方針に基づき一方的に決するのではなく、国と
　　地方の協議の場で十分な協議のもとに決定すること。
　２．社会保障分野の人材確保と処遇改善、農林水産業の再興、環境対策などの財政需要を的確に把握し、増大する地域の財政需要に
　　見合う地方財政計画、地方交付税及び一般財源総額の拡大をはかること。
　３．復興交付金については、国の関与の縮小をはかり、採択要件を緩和し、被災自治体がより復興事業により柔軟に活用できるよう
　　早急に改善すること。また、被災地の復興状況を踏まえ、集中復興期間が終了する2016年度以降においても、復興交付金、震災復
　　興特別交付税を継続して確保すること。
　４．法人実効税率の見直しについては、課税ベースの拡大などを通じ、地方税財源の確保をはかった上で、地方財政に影響を与える
　　ことのないようにすること。また、法人事業税については、安定的な税収確保や地域偏在性の縮小をめざす観点から、現行の外形
　　標準課税の充実をはかること。
　５．償却資産にかかる固定資産税やゴルフ場利用税については、市町村の財政運営に不可欠な税であるため、現行制度を堅持すること。
　６．地方交付税の別枠加算・歳出特別枠については、地方自治体の重要な財源となっていることから現行水準を確保すること。また、
　　増大する地方自治体の財政需要に対応し、臨時的な財源から、社会保障や環境対策などの経常的な経費に対応する財源へと位置付
　　けを改めること。
　７．地方交付税の財源保障機能・財政調整機能の強化をはかり、小規模自治体に配慮した段階補正の強化、市町村合併の算定特例の
　　終了を踏まえた新たな財政需要の把握について、引き続き対策を講じること。
　８．人件費削減など行革指標に基づく地方交付税の算定は、交付税算定を通じた国の政策誘導であり、地方自治、地方分権の理念に
　　反するものであることから、このような算定を改めること。

地方財政の充実・強化を求める意見書

●主な要請事項は次のとおりです。
　１．平成26年度の北海道最低賃金の改正に当たっては、雇用戦略対話合意に基づき早期に　800円を確保し、景気状況に配慮しつつ
　　全国平均1,000円に到達することができる審議会運営を図るとともに、昨年、北海道地方最低賃金審議会が出した生活保護費との
　　かい離を平成26年度で解消するという審議会答申を十分尊重すること。また、景気回復と物価上昇局面にある中、経済成長と所得
　　向上を同時に推し進め、デフレ脱却と経済の好循環の実現に向けて、適切な水準を確保するよう最低賃金の底上げを図ること。
　２．北海道内で最低賃金以下の労働者をなくすために、道内事業所に対する指導監督を強化し、最低賃金制度の履行確保をはかること。
　３．最低賃金引き上げと同時に、中小企業に対する支援の充実と、安定した経営を可能とする対策を行うよう国に対し要請すること。

平成26年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

　手話とは、日本語を音声ではなく、手指や体の動き、表情を使う独自の語彙や、文法体系を持つ言語である。
　「音声が聞こえない」「音声で話すことができない」など、聴覚障がい者にとって、日常生活や社会生活を営む上で、手話は大切な
情報獲得とコミュニケーションの手段である。しかしながら、我が国では手話は日本語の習得を妨げるものと誤解され、多くの学校で
手話を使うことが制限されてきた長い歴史があった。
　国連総会において、平成18年12月に採択された「障害者権利条約」の第２条に、「言語とは、音声言語及び手話その他の形態の非音
声言語をいう。」と定義され、手話が言語に含まれることが明記された。
　我が国は、平成19年９月にこの条約に署名したものの、権利条約批准に当たり必要な国内法の整備が必要なため、平成23年７月、障
害者基本法を改正し、手話が言語であることを明確に位置づけた。
　しかし、この規定だけでは音声言語中心の社会から、ろう者が暮らしやすい社会へと変革する推進力としては不十分であり、権利条
約で「言語」に関連して置かれているさまざまな規定に対応し、手話言語に関する「手話を獲得する」「手話で学ぶ」などの権利を保
障するためには、専門法である「手話言語法」の制定が必要である。
　よって、国においては、「手話言語法（仮称）」を制定するよう強く求める。

「手話言語法（仮称）」の制定を求める意見書

●主な要請事項は次のとおりです。
　１．ウイルス性肝硬変・肝がんに係る医療費助成制度を創設すること。
　２．身体障害者福祉法上の肝機能障害による身体障害者手帳の認定基準を緩和し、患者の実態に応じた認定制度にすること。

ウイルス性肝炎患者に対する医療費助成の拡充を求める意見書
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中川町立診療所中川町立診療所中川町立歯科診療所中川町立歯科診療所

【
契
約
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
建
築
主
体
）

工
事
）　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
二
一
九
，
二
四
〇
，

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
旭
川
市
三
条
通
十
九

丁
目
右
十
号

高
組
・
中
川
建
協
経
常
建
設
共
同

企
業
体　

代
表
者　

株
式
会
社
高

組　

代
表
取
締
役　

高　

喜
久
雄

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
電
気
設
備
）

工
事
）　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
四
九
，
一
四
〇
，

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
旭
川
市
東
光
三
条
二

丁
目
二
番
五
号

東
邦
・
三
和
経
常
建
設
共
同
企
業

体　

代
表
者　

東
邦
電
設
株
式
会

■
歳
入
歳
出
総
額
に
、
そ
れ
ぞ
れ

一
，
八
一
七
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
四
，
四
四
二
，

八
一
七
千
円
と
す
る

議
案
審
議
結
果

社　

代
表
取
締
役　

小
野
沢
千
秋

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
機
械
設
備
）

工
事
）　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
一
一
二
，
三
二
〇
，

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
旭
川
市
神
居
七
条
二

丁
目
二
番
十
号

日
進
・
中
川
水
道
・
佐
藤
工
建
経

常
建
設
共
同
企
業
体　

代
表
者　

日
進
設
備
工
業
株
式
会
社　

代
表

取
締
役　

猪
俣　

武

【
条
例
】

▼
中
川
町
医
師
及
び
歯
科
医
師
住

宅
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

医
師
住
宅
の
使
用
料
免
除
に
関

し
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

【
予
算
】

▼
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
一
般

会
計
予
算
補
正

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

　

主
な
補
正
内
容
は
中
川
町
立
診

療
所
画
像
保
存
読
影
装
置
及
び
骨

塩
測
定
措
置
購
入
費
な
ど
の
追
加

月
三
一
日
ま
で

▼
中
川
町
立
歯
科
診
療
所
の
施
設

に
係
る
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
指
定
管
理
者
…
医
療
法
人
社
団

五
島
会

■
指
定
の
期
間
…
平
成
二
十
六
年

八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三

月
三
一
日
ま
で

議
案
審
議
結
果
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平
成
26
年
4
月
18
日
招
集

第
三
回
臨
時
会

　

平
成
二
十
六
年
第
三
回
臨
時
会
は
四
月
十
八
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を

一
日
と
決
し
、
議
案
五
件
を
決
議
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

平
成
26
年
7
月
8
日
招
集

第
四
回
臨
時
会

　

平
成
二
十
六
年
第
四
回
臨
時
会
は
七
月
八
日
招
集
さ
れ
、
会
期
を
一

日
と
決
し
、
議
案
五
件
を
決
議
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

【
契
約
な
ど
】

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
新
築
（
建
築
主
体
）

工
事
）　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
七
三
，
二
二
四
，

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
旭
川
市
旭
町
二
条
七

丁
目
十
二
番
地
九
〇

株
式
会
社
橋
本
川
島
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン　

代
表
取
締
役　

川
島　

崇
則

▼
物
品
購
入
契
約
の
締
結
に
つ
い

て
（
平
成
二
十
六
年
度
中
川
町
立

診
療
所
光
学
検
査
機
器
購
入
）

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
方
法
…
指
名
競
争
入
札

■
契
約
金
額
…
一
九
，
一
一
六
，

〇
〇
〇
円

■
相
手
方
…
名
寄
市
西
七
条
南
九

丁
目
一
番
地
六
二

株
式
会
社
ム
ト
ウ
名
士
支
店　

支

店
長　

佐
々
木　

一
郎

▼
工
事
請
負
契
約
の
一
部
を
変
更

す
る
こ
と
に
つ
い
て
（
平
成
二
十

六
年
度
中
川
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
（
機
械
設
備
）
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
契
約
の
金
額
…
「
一
一
二
，
三

二
〇
，
〇
〇
〇
円
」
を
「
一
一
九
，

五
九
七
，
〇
四
〇
円
」
に
改
め
る

▼
中
川
町
立
診
療
所
の
施
設
に
係

る
指
定
管
理
者
の
指
定

　
　
　
　
　
　
　

【
原
案
可
決
】

■
指
定
管
理
者
…
医
療
法
人
社
団

櫟
会

■
指
定
の
期
間
…
平
成
二
十
六
年

八
月
一
日
か
ら
平
成
三
十
一
年
三



　

六
月
五
日
、
第
六
十
五
回
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総

会
に
お
い
て
、
長
年
に
わ
た
り
町
村
自
治
の
振
興
発
展
に
尽
く

さ
れ
た
方
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

中
川
町
議
会
の
受
章
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
○
町
村
議
会
議
員
と
し
て
十
五
年
以
上

　
　
　
　
　
　
　
　

議
員　

佐
藤　
　
　

正

　

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
が
7
月
4
日
札
幌
市
に
お
い
て
開
催

さ
れ
、
今
年
度
は
次
の
2
氏
に
よ
る
講
演
を
受
け
、
研
修
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会

　
　
　
　

自
治
功
労
者
表
彰

　６月18日開催の第２回定例会において、
伝達式が行われました。

演題2
「これからの日本の政治」

　読売新聞特別編集委員
　　　　　橋　本　五　郎　氏

演題1
「議会改革のこれから」

　法政大学法学部
　　教授　広　瀬　克　哉　氏

（　）7

議会活性化のために、多くの町民の
皆さまの傍聴をお待ちしております。

議会を傍聴しませんか

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会
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編
集
後
記

集
後
記

編
集
後
記

集
後
記

この広報紙は道産間伐材を使用しています。

　
四　

月

　

十
八
日　

第
三
回
議
会
運
営
委
員
会

　
　
〃　
　

第
七
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　

第
三
回
臨
時
会

　
　
〃　
　

第
八
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　

第
二
師
団
長　

市
野
保
己

　
　
　
　
　

様
歓
迎
会
【
名
寄
市
】

二
十
七
日　

中
川
消
防
団
春
季
消
防
総

　
　
　
　
　

合
訓
練
懇
親
会

　

三
十
日　

天
塩
川
治
水
期
成
会
監
査

五　

月

　
　

一
日　

中
川
町
高
齢
者
就
労
セ
ン

　
　
　
　
　

タ
ー
総
会
及
び
会
員
懇
談

　
　
　
　
　

会

　
　

二
日　

名
寄
地
方
自
衛
隊
協
力
会

　
　
　
　
　

平
成
二
十
六
年
度
役
員
会

　
　
　
　
　

・
定
期
総
会
【
名
寄
市
】

　

十
三
日　

天
塩
川
中
部
商
工
会
広
域

　
　
　
　
　

連
携
協
議
会
平
成
二
十
六

　
　
　
　
　

年
度
総
会
【
美
深
町
】

　

十
四
日　

上
川
北
部
市
町
村
議
会
議

　
　
　
　
　

長
会
五
月
定
例
会
・
総
会

　
　
　
　
　

【
名
寄
市
】

　

十
五
日　

中
川
町
高
齢
者
学
級
ポ
ン

　
　
　
　
　

ピ
ラ
塾
開
講
式

　

十
九
日　

道
北
地
方
林
活
議
連
連
絡

　
　
　
　
　

会
平
成
二
十
六
年
度
総
会

　
　
　
　
　

【
旭
川
市
】

　

十
九
日　

中
川
町
商
工
会
通
常
総
会

二
十
一
日　

中
川
町
観
光
協
会
通
常
総

　
　
　
　
　

会

　

十
三
日　

中
川
町
戦
没
者
追
悼
式

　

十
八
日　

第
十
回
議
員
全
員
協
議
会

　
　
〃　
　

第
二
回
定
例
会

二
十
一
日　

映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
上
映

　
　
　
　
　

会

二
十
二
日　

幼
児
セ
ン
タ
ー
運
動
会

七　

月

　
　

三
日　

全
道
町
村
議
会
議
員
研
修

　
　
　
　
　

会
【
札
幌
市
】
（
四
日
ま

　
　
　
　
　

で
）

　
　

五
日　

民
主
党
北
海
道
第
六
区
総

　
　
　
　
　

支
部
「
政
経
セ
ミ
ナ
ー
」

　
　
　
　
　

【
旭
川
市
】

二
十
二
日　

名
寄
市
議
会
議
長　

黒
井

　
　
　
　
　

徹
様
ご
尊
父
告
別
式
参
列

　
　
　
　
　

【
名
寄
市
】

二
十
三
日　

上
川
北
部
消
防
事
務
組
合

　
　
　
　
　

議
会
臨
時
会
【
名
寄
市
】

二
十
四
日　

道
州
制
問
題
を
考
え
る
緊

　
　
　
　
　

急
集
会
【
札
幌
市
】

二
十
五
日　

第
六
回
な
か
が
わ
植
樹
祭

二
十
六
日　

平
成
二
十
六
年
度
各
種
期

　
　
　
　
　

成
会
定
期
総
会
【
名
寄
市
】

　
　
〃　
　

社
団
法
人
名
寄
地
方
法
人

　
　
　
　
　

会
中
川
支
部
通
常
総
会

　

三
十
日　

中
川
町
立
診
療
所　

本
田

　
　
　
　
　

拓
医
師
を
歓
迎
す
る
夕
べ

六　

月

　
　

一
日　

中
川
中
学
校
第
六
十

　
　
　
　
　

七
回
体
育
大
会

　
　
〃　
　

名
寄
駐
屯
地
創
立
六

　
　
　
　
　

十
一
周
年
記
念
行
事

　
　
　
　
　

【
名
寄
市
】

　
　

四
日　

第
九
回
議
員
全
員
協

　
　
　
　
　

議
会

　
　

五
日　

北
海
道
町
村
議
会
議

　
　
　
　
　

長
会
定
期
総
会
【
札

　
　
　
　
　

幌
市
】

　
　

八
日　

中
川
町
立
中
央
小
学

　
　
　
　
　

校
第
四
十
一
回
大
運

　
　
　
　
　

動
会

　
　

十
日　

上
川
地
方
総
合
開
発

　
　
　
　
　

期
成
会
専
門
部
会
・

　
　
　
　
　

定
期
総
会【
旭
川
市
】

　

十
一
日　

第
四
回
議
会
運
営
委

　
　
　
　
　

員
会

　

今
年
の
6
月
上
旬
も
昨
年
同
様
北
海
道
の
気
温
が

全
国
一
と
な
っ
た
。

　

本
来
6
月
の
北
海
道
は
爽
や
か
さ
を
誇
る
の
だ
が

4
日
連
続
の
真
夏
日
と
な
り
、
し
か
も
全
国
ニ
ュ
ー

ス
に
な
る
も
の
だ
っ
た
。
3
日
、
音
更
町
駒
場
が
37
．

8
度
と
な
り
、
そ
の
日
の
全
国
最
高
気
温
を
記
録
し

た
。
さ
ら
に
、
10
位
ま
で
が
北
海
道
が
占
め
た
。
4

日
も
で
あ
る
。
上
富
良
野
町
で
36
．
8
度
が
全
国
最

高
と
な
り
、
さ
ら
に
ま
た
も
10
位
ま
で
北
海
道
だ
っ

た
。
む
ろ
ん
、
多
く
の
地
が
観
測
記
録
を
更
新
す
る

暑
さ
だ
っ
た
。
そ
の
日
中
川
町
の
気
温
は
29
．
9
度
。

　

今
年
の
7
〜
9
月
の
3
ヵ
月
予
報
で
は
、
そ
れ
ま

で
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
発
生
に
よ
り
北
日
本
は
冷

夏
の
恐
れ
が
あ
る
と
し
て
い
た
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
付

近
で
積
乱
雲
が
活
発
に
発
生
し
て
影
響
が
相
殺
さ
れ

る
と
し
、
平
均
気
温
は
3
ヵ
月
を
通
じ
て
ほ
ぼ
平
年

並
み
と
修
正
さ
れ
た
。
7
、
8
月
は
曇
り
や
雨
の
日

が
多
く
、
降
水
量
は
平
年
並
み
か
多
い
と
み
る
。
し

か
し
天
候
不
順
に
変
わ
り
は
な
く
、
農
業
な
ど
で
は

注
意
が
必
要
と
さ
れ
る
。

　

こ
れ
か
ら
収
穫
ま
で
農
家
の
方
は
管
理
が
大
変
と

思
い
ま
す
が
、
例
年
よ
り
も
品
質
・
数
量
と
も
良
い

結
果
に
な
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。　
　
　
　

（
広
）　

　
　
　
　
　
　
　
　

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委
員
長　

鎌　

塚　

一　

成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

委　

員　

菊　

地　

広　

幸

議　
会　
日　
誌

議　
会　
日　
誌

6月1日　中川中学校体育大会6月1日　中川中学校体育大会
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